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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

中山間地域は平地に比べて急傾斜な法面が多く、刈払機等による法面草刈作業は、作業姿勢が不

安定で、作業中の転倒・転落事故が多い。草刈等管理作業の省力・軽労化のため、安価で高性能な

草刈機の開発が要望されている。そこで、農研機構（農業機械研究部門、西日本農業研究センター）、

ＩＨＩアグリテックとコンソーシアムを結成し、高能率な国産の小型のリモコン操作式草刈機を開

発した。 

                                                                                                                                    

（１） 軽トラックに車載できる重量 350 ㎏未満、最大適応傾斜角 45°の遠隔操作（リモコン）式

の草刈機を開発した（図１）。 

（２） 開発した草刈機の刈取方式は、刈幅 95cm のハンマーナイフモアである。 

（３） 平均傾斜角 35°程度の急傾斜法面では、1 時間当たり約 10a の草刈作業が可能であった。

また、燃料はガソリンを使用し、1a あたり約 0.5 リットルを消費した（表１）。 

（４） なお、草刈り作業が困難とされるつる性雑草のクズや茎が固いセイダカアワダチソウが繁

茂している平坦ほ場においても、支障なく作業が可能であった（表１）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 農業の担い手の減少・高齢化が進行している中山間地等における農地法面除草作業の省力

化に寄与し、地域農業の維持・活性化につながる。 

 

３ 適用範囲 

（１） 県内の農業者 

 

４ 普及上の留意点 

（１） 本草刈機は、（株）ＩＨＩアグリテックより 2022 年 6 月に市販化される予定である。 

（２） 事前に法面の凹凸状況、障害物等を確認し、転倒リスクを軽減すること。 

（３） 雑草の繁茂状況に合わせて、適切な速度で作業を行う必要がある。 

（４） 本草刈機の操作は目の届く範囲で行う。なお、法面草刈作業中は、草刈機の真下で操作しな

いよう留意する。 

 



Ⅱ 具体的データ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 開発機の写真（左：外観、右：作業の様子、下：軽トラックに車載された様子） 

表１ 作業した法面の状況と作業結果   （2021 年） 
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